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ニュース ･玉川大学 ミツバチ科学研究所から

パラグアイから研修生

国際協力事業団の依頼で,パ ラグアイ国農牧

省養蜂部養蜂技師, ミゲール ･ア ンジェル ･ア

コスタ ･ア レッチェア (MiguelAngelAcosta

Arrechea)氏が 11月 1日に養蜂研修のため来

所.12月2日までハチ ミツ中の花粉分析 を中

心 に研修が実施 された.

二 ホ ン ミツバ チ に関 す る放 映

1993年 10月 13日, テ レビ朝 日のニュース

番組 ｢ステーションEYE｣で,吉田助教授,小

野講師が出演 した ｢ニホ ンミツバチ｣ と題 した

スズメバチに対す る防衛行動が放映された.

ミツバチ科学研究所関係
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(本誌の掲載論文,記事を除く)
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編集後記

プロポリスに関する記事として,池野ほかのラッ

トの歯牙う蝕に対するプロポリスの効果についての

論文を掲載することができた. この記事をきっかけ

に,1月9E)の第 16回研究会で本論文の一部を含

めた池野武行教授による講演が実現できたことに感

謝したい. 口本プロポリス協議会が進めてきたプロ

ポリスの安全性試験に関する結果を,金枝 ･仁科氏

から紹介いただいた. これまで伊那谷自然友の会の

会報,｢伊那谷の自然｣に発表されてきた岩崎 ･井原

氏の ｢伊那谷のニホンミツパテ｣を,未発表記録を

含めて掲載できた.特に分蜂群の飛行ルートと巣箱

の位置の関係は,セイヨウミツバチについても殆ど

報告はなく,興味深い貴重な記録である.北京での

第 33回養蜂会議に関連した記事を掲載したが, 寄

稿いただいた4名の方々にお礼申し上げる. (忠)




